
２
０
２
５
年
度
総
会
と

今
後
の
活
動
に
つ
い
て

創立100周年
記念誌を
有償配布

令和７年度入試 大学別合格者数一覧

　
藤
枝
支
部
で
は
藤
枝
大
祭
の
年

（
３
年
に
１
回
）
に
支
部
総
会
を
開

阿
井  

　誠
（
51
回
）

藤
枝
支
部

　
焼
津
支
部
は
２
０
０
６
年
４
月
23

日
に
設
立
総
会
を
ホ
テ
ル
ア
ン
ビ
ア

松
風
閣
で
開
催
し
、
初
代
支
部
長
に

大
石
鉄
郎
氏
（
26
回
）
が
選
任
さ
れ
、

同
時
に
支
部
規
約
を
制
定
し
活
動
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
大
井

川
支
部
と
の
合
併
を
経
て
二
代
支
部

長
永
田
實
治
氏
（
28
回
）、
三
代
支

部
長
倉
嶋
伸
康
氏
（
36
回
）
と
引
き

継
が
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
今
年
25
年
６
月
７
日
、
焼
津
支
部

役
員
総
会
に
て
私
松
永
勝
裕
が
お
受

け
す
る
こ
と
に
な
り
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
が
、
現
在
約
50
名
の
支

部
役
員
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜

り
、
支
部
活
動
の
円
滑
な
運
営
に
鋭

意
努
力
致
す
所
存
で
す
の
で
ご
指
導

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

　
今
後
の
予
定
は
25
年
11
月
23
日
正

午
よ
り
、
松
風
閣
で
支
部
総
会
を
開

催
致
し
ま
す
の
で
支
部
会
員
の
皆
様

の
ご
出
席
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上

げ
ま
す
。

松
永  

勝
裕
（
52
回
）

焼
津
支
部

　
２
０
２
４
年
度
は
東
高
１
０
０

周
年
事
業
へ
の
寄
付
金
募
集
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
周
年
を
ひ
と

つ
の
区
切
り
に
、
支
部
役
員
の
刷

新
に
向
け
て
役
員
会
を
開
催
し
て

参
り
ま
し
た
。
そ
し
て
25
年
７
月

に
開
催
さ
れ
た
同
窓
会
総
会
を
機

に
、
松
浦
英
彦
前
支
部
長
（
33
回
）

を
相
談
役
に
、
支
部
も
新
体
制
へ

と
移
行
し
ま
し
た
。

　
25
年
度
は
支
部
総
会
の
開
催
に

向
け
て
新
役
員
で
準
備
を
進
め
て

参
り
ま
す
。
ど
う
そ
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

【 国 立 大 学 】
大学名 現役 既卒

旭川医科 1
北海道 1
室蘭工業 1
弘前 2
東北 2
秋田 1
山形 1
筑波 5 1
茨城 5
埼玉 1
千葉 9 1
東京 4
東京学芸 3
東京科学 1
東京農工 2
横浜国立 3
富山 2
金沢 4
山梨 8
信州 2
岐阜 5
静岡 32 1
浜松医科 3 1
愛知教育 3
名古屋 7
名古屋工業 5
三重 3
京都 2
京都工芸繊維 1
大阪 1
神戸 3
奈良教育 1
奈良女子 1
島根 1
岡山 2
広島 6 1
徳島 3
九州 4 1
福岡教育 1
宮崎 1
鹿屋体育 1

計 140 10

【 短 期 大 学 】
大学名 現役 既卒

常葉短大 1
計 1 0

【準大学・専門学校等】
大学名 現役 既卒

防衛医科大学校 1
N I C 1

計 2 0

【 私 立 大 学 】
大学名 現役 既卒

獨協 5
文教 8
千葉工業 5
東京歯科 1
青山学院 9 3
桜美林 1
学習院 1 2
北里 5
共立女子 1
慶応義塾 6 1
工学院 4
国学院 1
国士舘 3
駒澤 14 2
芝浦工業 27 1
順天堂 26
上智 3
昭和医科 1
昭和女子 1
女子美術 1
成蹊 5
専修 16
創価 1
大東文化 1
玉川 2
多摩美術 2
中央 14
津田塾 1
東海 8
東京家政 3
東京経済 1
東京女子 3
東京電機 5
東京農業 10
東京理科 24 1
東邦 2
東洋 14
日本 17 2
日本女子 1
法政 15 1
武蔵 1
東京都市 6
武蔵野 3 3

大学名 現役 既卒
武蔵野美術 2
明治 27
明治学院 8 1
明星 4
立教 13
早稲田 10
学習院女子 1
神奈川 19
静岡理工科 7
聖隷クリスト 6
常葉 91 2
愛知医科 2
愛知学院 1
愛知工業 2
中京 14
中部 3
豊田工業 1
名古屋外語 4
名古屋学院 1
南山 4
藤田医科 1
名城 19
皇學館 1
びわこ成蹊 1
京都外語 1
京都産業 4 1
京都女子 4
京都芸術 2
京都橘 4
同志社 17 5
同志社女子 4
立命館 39 2
龍谷 2
追手門学院 3
関西 6
近畿 16 4
関西医療 2
関西学院 7 2
福岡 1
立命館アジア 2
九州医療科学 1

計 635 33

【 公 立 大 学 】
大学名 現役 既卒

青森公立 1
前橋工科 1
群馬県立女子 1
高崎経済 3
東京都立 2
神奈川保福 1
横浜市立 7
金沢美工 1
福井県立 2
山梨県立 1
都留文科 2
長野県立 2

大学名 現役 既卒
諏訪東京理科 2
静岡文芸 5
静岡県立 10
愛知県立 2
名古屋市立 1
京都府立医科 1
大阪公立 1
兵庫県立 1
岡山県立 2

計 48 1

　
藤
枝
東
高
等
学
校
同
窓
会
の
新
会
長
に
若
林
秀
典
さ
ん（
48

回・１
９
７
５
年
卒
、
若
林
歯
科
医
院
院
長
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

東
高
は
昨
年
、
創
立
１
０
０
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

若
林
新
会
長
は
、
先
輩
た
ち
の
築
い
て
き
た
１
世
紀
の
歴
史
と

伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、
次
の
１
０
０
年
に
向
け
て
第
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。
新
会
長
に
抱
負
を
聞
き
ま
し
た
。

―
新
会
長
に
就
任
し
た
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
１
年
ほ
ど
前
、
当
時
会
長
だ
っ
た
蓑
川
和
道
さ
ん
か
ら
、
次

期
会
長
を
や
っ
て
く
れ
な
い
か
と
打
診
が
あ
り
、
自
分
の
何
を

評
価
し
て
い
た
だ
い
た
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
地
元
に
い
る
し
、

役
と
い
う
の
は
賜
物
な
の
で
回
っ
て
き
た
時
お
受
け
す
る
の
が
い

い
か
と
思
い
引
き
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

―
同
窓
会
に
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
す
か

　
同
じ
校
舎
・
空
間
で
生
活
し
、
勉
学
や
ス
ポ
ー
ツ
に
励
み
青

春
を
謳
歌
し
て
き
た
と
い
う
、
家
族
と
は
違
う
絆
を
持
つ
仲
間

と
会
え
る
場
所
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　
い
い
思
い
出
も
悪
い
思
い
出
も
あ
り
ま
す
が
、
仲
間
と
会
う

だ
け
で
当
時
の
自
分
た
ち
に
戻
れ
る
貴
重
な
場
所
で
す
。
ま
た
、

同
時
期
に
学
ん
で
い
な
く
て
も
同
窓
と
い
う
だ
け
で
信
頼
で
き
る

稀
有
な
存
在
だ
と
思
い
ま
す
。

―
同
窓
会
の
課
題
は
何
で
す
か

　
高
齢
化
が
進
む
中
、
組
織
力
が
低
下
し
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
優
れ
た
素
質
を
持
つ
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
デ
ジ
タ

ル
な
ど
の
機
器
を
利
用
し
て
遠
く
に
い
て
も
関
わ
れ
る
よ
う
な
組

織
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
女
性
や
若
い
世

代
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
柔
軟
で
進
歩
的
な
風

を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
か

　
ま
ず
は
デ
ジ
タ
ル
化
で
す
。
ス
ピ
ー
ド
感
が
増
し
て
い
る
時
代

な
の
で
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
名
簿
を
作
成
し
て
、
役
員
の
連
絡
や

会
合
の
出
欠
な
ど
は
メ
ー
ル
や
リ
モ
ー
ト
で
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
で
す
。
７
月
の
総
会
と
12
月
の
本
部
役
員
会
は
出
席
者
も
多

い
の
で
今
ま
で
通
り
リ
ア
ル
で
や
り
ま
す
が
、
５
、６
月
の
正
副

会
長
会
と
本
部
役
員
会
は
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ（
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
サ
ー
ビ
ス
）

で
や
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
高
校
に
対
し
て
も
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
助
成
だ
け
で
な
く
、
現
役

生
徒
の
海
外
研
修
な
ど
、
東
高
が
良
く
な
る
た
め
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
組
織
と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
、
同
窓
会
単
位
で
イ
ベ
ン
ト
み
た
い
な
も
の
を
考
え

て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｋ
選
手
権
や
藤
枝
マ
ラ
ソ
ン
に
チ
ー
ム
を
組
ん
で

出
場
す
る
と
か
、
同
窓
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
な
ど
３
年
任
期
の
間
に

１
回
は
実
現
し
た
い
で
す
ね
。

―
ご
自
身
は
、
ど
ん
な
高
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
か

　
部
活
は
化
学
部
で
、
文
化
祭
で
は
水
道
水
に
ク
エ
ン
酸
な
ん

か
入
れ
て
サ
イ
ダ
ー
を
作
っ
た
り
し
て
、
そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
楽

し
か
っ
た
の
で
す
が
、
中
学
ま
で
や
っ
て
い
た
サ
ッ
カ
ー
を
続
け

た
く
て
同
好
会
を
つ
く
り
、
地
区
大
会
に
出
場
し
て
２
位
に
な
っ

た
の
が
心
に
残
る
思
い
出
で
す
。
し
か
し
県
大
会
に
は
一
つ
の
高

校
か
ら
２
チ
ー
ム
は
出
場
で
き
な
い
と
い
う
規
定
で
、
泣
く
泣

く
辞
退
し
た
時
は
悔
し
か
っ
た
で
す
ね
。

次の100年に向け始動 部
活
動
報
告

山
岳
部

２
０
２
５
年
５
月
24
、25
日

静
岡
県
高
校
総
体
登
山（
湖
西
連
峰
）

男
子
　
１
位
　
全
国
総
体
出
場

女
子
　
３
位
　
東
海
総
体
出
場

６
月
20
、21
、22
日

東
海
総
体
登
山（
三
重
県
）　

女
子
　
３
位

８
月
５
～
９
日

全
国
総
体
登
山（
広
島
県
）

男
子
　
６
位

松
村
　
皆
知
（
３
年
）　

　
全
国
と
い
う
大
き
な
舞
台
に
初

め
て
立
ち
、
多
く
の
刺
激
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
全
国
は
県
の

ピ
リ
ピ
リ
と
し
た
雰
囲
気
と
は
全
く

違
う
和
や
か
な
雰
囲
気
で
、
こ
ん
な

登
山
大
会
も
あ
る
の
か
、
と
思
い
ま

し
た
。
コ
ー
ス
の
様
々
な
所
で
拍
手

を
も
ら
い
、
山
に
関
わ
る
人
た
ち
の

温
か
さ
に
も
触
れ
ら
れ
た
気
が
し
ま

す
。
こ
ん
な
に
も
素
敵
な
場
所
を
作
っ

て
く
だ
さ
っ
た
関
係
者
の
方
々
に
感

謝
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら

　
２
０
２
５
年
の
部
活
動
で
は
、
山
岳
部
の
活
躍
が
光
り
ま
し
た
。
県
総
体
を
制
し
全
国
総
体
に
出
場
し
た
男
子
は
６
位
入
賞
、
県
総
体
３

位
の
女
子
は
東
海
総
体
に
進
み
３
位
に
入
り
ま
し
た
。
弓
道
部
の
山
田
祐
太
さ
ん
は
東
海
総
体
男
子
個
人
戦
で
５
位
入
賞
。
サ
ッ
カ
ー
部
は

県
総
体
２
年
連
続
の
準
優
勝
で
東
海
総
体
に
出
場
し
ま
し
た
。

も
の
で
し
た
。
結
果
は
３
位
。
県
を

背
負
っ
て
く
る
他
校
の
選
手
は
良
き

ラ
イ
バ
ル
で
あ
り
、
良
き
仲
間
で
も

あ
り
ま
し
た
。
同
志
た
ち
と
偉
大
な

鈴
鹿
の
山
を
歩
け
た
こ
と
を
誇
り
に

思
い
ま
す
。
最
後
に
応
援
し
て
く
だ

さ
っ
た
全
て
の
方
に
、
命
を
守
っ
て
く

れ
た
道
具
に
、
私
た
ち
の
青
春
を
ぶ

つ
け
た
湖
西
連
峰
、
鈴
鹿
山
脈
に
大

き
な
感
謝
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
写
真
は
右
か
ら
菅
原
莉
子
、
澤
田

明
日
花
＝
以
上 

2
年
、
山
田
茉
椰
、

青
島
史
織
＝
以
上 

3
年
）

サ
ッ
カ
ー
部

２
０
２
５
年
６
月
７
日

静
岡
県
高
校
総
体
　
準
優
勝

６
月
21
、22
日

東
海
総
体（
三
重
県
）

▽
１
回
戦

　
藤
枝
東 

２ 

― 

１ 

帝
京
大
可
児

▽
準
決
勝

　
三
　
重 

１ 

― 

１ 

藤
枝
東

　
　
　
　（
Ｐ
Ｋ
４
―３
）

井
上
　
凱
晴（
３
年
）

　
三
重
県
で
行
わ
れ
た
第
72
回
東

海
高
校
総
体
に
出
場
し
ま
し
た
。
私

た
ち
は
優
勝
を
目
指
し
戦
い
ま
し
た

が
結
果
は
準
決
勝
で
負
け
て
し
ま
い

３
位
で
し
た
。
こ
の
大
会
で
は
静
岡

県
高
校
総
体
で
負
け
た
悔
し
さ
を
胸

に
、
そ
こ
で
出
た
課
題
に
チ
ー
ム
と

し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
回
、
選

手
で
話
し
合
っ
た
東
海
総
体
の
テ
ー

マ
は
「
切
り
替
え
」
で
す
。
こ
の
テ
ー

マ
を
意
識
し
、
チ
ー
ム
で
戦
い
ま
し

た
。
も
っ
と
成
長
し
て
い
け
る
よ
う

に
チ
ー
ム
で
課
題
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

弓
道
部

山
田
　
祐
太
（
２
年
）　

２
０
２
５
年
５
月
25
日

静
岡
県
高
校
総
体
　

　
男
子
個
人
　
５
位
　
東
海
総
体
出
場

６
月
21
日

　
東
海
総
体（
三
重
県
）

　
男
子
個
人
　
５
位

　
ま
ず
、
初
日
の
公
式
練
習
会
場
に

入
り
、
参
加
選
手
の
射
の
レ
ベ
ル
の

高
さ
に
鳥
肌
が
立
ち
ま
し
た
。
多
く

の
選
手
が
自
身
の
射
に
自
信
を
持
ち
、

深
い
会
か
ら
離
れ
に
つ
な
ぐ
技
術
を

持
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
、
お
じ
け

付
く
気
持
ち
が
湧
い
て
し
ま
い
ま
し

た
。
翌
日
の
本
番
で
は
、
自
身
の
気

持
ち
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
に

注
力
し
ま
し
た
。
雑
念
を
払
い
、
的

だ
け
に
意
識
を
向
け
る
こ
と
で
、
自

分
の
射
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

結
果
、
５
位
に
入
賞
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
活
か
し
て
、

よ
り
一
層
稽
古
に
励
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
藤
枝
東
高
校
は
今
年

１
月
に
発
行
し
た
「
至

誠
一
貫 

創
立
１
０
０
周

年
記
念
誌
」
を
同
窓
生
に
有
償
で
配
布
し
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
、
次
の
通
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
在
庫

が
な
く
な
り
次
第
配
布
は
終
了
し
ま
す
。

▽
配
布
冊
数
　
申
込
者
１
名
に
つ
き
１
冊

▽
配
布
金
額
　
５
０
０
０
円

▽
申
込
方
法
⑴
、
⑵
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

⑴
１
０
０
周
年
記
念
サ
イ
ト

（https://w
w
w
.fujiedahigashi.jp/100th/

）

・
希
望
者
は
サ
イ
ト
の
お
知
ら
せ
欄
の
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
よ
り
申
し
込
む

・
在
庫
が
あ
る
場
合
に
は
、
学
校
か
ら
希
望
者
へ
振
込
口

座
情
報
等
を
メ
ー
ル
す
る

・
希
望
者
は
、
期
日
ま
で
に
５
０
０
０
円
を
振
り
込
む

（
手
数
料
差
引
可
）

・
学
校
は
入
金
確
認
後
、
希
望
者
へ
記
念
誌
を
郵
送
す

る
（
送
料
は
学
校
が
負
担
）

⑵
学
校
窓
口

・
希
望
者
は
、
藤
枝
東
高
校
事
務
局
に
電
話
し
在
庫
が

あ
る
か
確
認
す
る

・
在
庫
が
あ
る
場
合
に
は
、
希
望
者
は
学
校
の
受
付
時

間
内
（
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）
に
来
校
し
、
事
務

室
で
代
金
と
引
き
換
え
に
１
０
０
周
年
記
念
誌
を
受

け
取
る

　
担
当
：
藤
枝
東
高
校
事
務
局

　
電
話
：
０
５
４

　
　
　
　 （
６
４
１
）１
６
８
０

は
競
技
と
し
て
で
は
な
く
趣
味
と
し

て
の
登
山
を
楽
し
み
た
い
で
す
。（
写

真
は
右
か
ら
杉
浦
佑
介
、
松
村
皆
知
、

水
鳥
博
登
、
赤
坂
宥
＝
全
員
３
年
）

山
田
　
茉
椰
（
３
年
）　

　
全
力
で
楽
し
も
う
と
挑
ん
だ
県

総
体
。
今
ま
で
頑
張
っ
て
き
た
自
分

た
ち
を
信
じ
て
臨
み
ま
し
た
。
き
つ

い
と
き
こ
そ
「
フ
ァ
イ
ト
」
と
大
き

な
声
を
掛
け
て
励
ま
し
合
い
、
東
海

総
体
へ
の
切
符
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

鈴
鹿
の
大
舞
台
。
東
海
総
体
ま
で
の

期
間
は
と
て
も
短
く
、
と
て
も
濃
い

　
関
東
支
部
で
は
会
長
以
下
、
役
員

幹
事
22
名
、
顧
問
１
名
を
中
心
に
、

幹
部
用
・
会
員
用
２
つ
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

を
通
し
て
、
積
極
的
に
情
報
交
換
を

し
な
が
ら
、
定
期
的
に
幹
事
会
を
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
開
催
し
、
活
発

に
活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
２
０
２
６
年
の
６
月
13
日

開
催
予
定
の
第
16
回
関
東
同
窓
会
総

会
を
目
指
し
、そ
の
間
に
故
長
池
實
・

元
サ
ッ
カ
ー
部
監
督
の
墓
参
や
、
若

手
や
Ｉ
Ｔ
人
材
誘
致
の
た
め
の
交
流

会
・
飲
み
会
な
ど
の
開
催
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
情
報
交
換
は
目
覚

ま
し
く
、
県
内
の
高
校
の
関
東
地
区

同
窓
会
活
動
の
紹
介
（
静
岡
高
校
の

異
業
種
交
流
会
や
古
書
コ
ミ
活
動
・

浜
松
北
高
校
の
婚
活
サ
マ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
や
総
会
で
の
託
児
所
開
設
な

ど
）
や
、
１
０
０
周
年
記
念
誌
販
売

情
報
、
東
校
Ｏ
Ｂ
経
営
の
都
内
・
故

郷
で
の
飲
食
店
の
紹
介
な
ど
、
元
気

な
若
者
・
中
年
・
老
年
に
と
っ
て
有

益
な
情
報
満
載
で
す
。

杉
本  

豊
久
（
40
回
）

関
東
支
部

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
交
流

４
月
に
総
会
を
開
催

11
月
23
日
に
総
会

 

大
石

　佳
彦
（
65
回
）

榛
南
支
部

新
体
制
に
移
行

デ
ジ
タ
ル
化
推
進 

若
手
、
女
性
に
期
待

若林秀典新会長
（48回・1975年卒）

収入の部 △は減          　単位：円
科　　　目 令和６年度決算額 令和６年度予算額 増　　減 摘　　要
繰　越　金 12,187,130 12,187,130 0
入　会　金 2,775,000 2,775,000 0 10,000円×276名+3,000円×5名
維　持　費 3,523,835 3,700,000 △ 176,165
総 会 会 費 604,000 550,000 54,000 総会会費、本部役員総会会費
雑　収　入 2,502,633 870 2,501,763 100 周年補助費戻入、預金利息
合　　　計 21,592,598 19,213,000 2,379,598

支出の部
科　　目 令和６年度決算額 令和６年度予算額 増　　減 摘　　要

会　議　費 1,075,259 1,000,000 75,259 役員総会、本部役員会、正副会長会
事　務　費 4,700,570 4,950,000 △ 249,430
事 務 局 費 701,240 900,000 △ 198,760 維持費データ作成費等
旅 　 　 　 費 212,776 250,000 △ 37,224 役員総会、本部役員会、各支部総会等
印　 刷　 費 1,666,619 1,200,000 466,619 会報、案内状、コンビニ払込用紙等
通　 信　 費 2,112,115 2,500,000 △ 387,885 会報等送付、総会葉書、切手
備 　 品　 費 1,480 50,000 △ 48,520 談話室時計
消 耗 品 費 6,340 50,000 △ 43,660 コピー用紙

事　業　費 2,629,090 3,400,000 △ 770,910
記 念 品 費 597,939 650,000 △ 52,061 キーホルダー・卒業証書ホルダー
支部活動補助費 145,540 300,000 △ 154,460 中京支部、関東支部
回別同窓会補助費 286,080 600,000 △ 313,920 35・38・39・47・48・55・56回生
委 員 会 活 動 費 18,477 50,000 △ 31,523 執筆者御礼、お茶等
慶 弔 費 14,800 50,000 △ 35,200 褒賞・叙勲、表彰者への祝電等
会 館 補 助 費 100,880 100,880 0 千南原会館維持費補助
会 館 整 備 費 9,592 20,000 △ 10,408 書棚用ケース
保 険 料 67,760 67,760 0 同窓会館火災保険料
渉 外 費 350,280 180,000 170,280 祝儀、100周年記念事業関連品、広告等
クラブ活動助成費 490,550 800,550 △ 310,000 クラブ助成
人工芝張替負担金 500,550 500,550 0
雑 費 46,642 80,260 △ 33,618 卒業アルバム、貸金庫等

小　　計 8,404,919 9,350,000 △ 945,081
予　備　費 9,863,000 △ 9,863,000
次年度繰越 13,187,679 13,187,679

合　計 21,592,598 19,213,000 2,379,598

令和6年度　藤枝東高等学校同窓会会計決算書（令和6年4月1日～令和7年3月31日）
収入総額	 21,592,598	円
支出総額	 21,592,598	円
差引金額	 0円

伝
統
と
新
風
を

大
好
き
な
第
二
応
援
歌

校長

森谷　幹子
（58回卒）

副校長

椙山　佳明
（58回卒）

献
を
意
識
し
た
学
び
の
中
で
、豊
か
な
人
間
性
を
発
揮
し
、

人
々
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
責
任
感
が
育
っ
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　
私
は
生
徒
た
ち
を
見
て
、
こ
の
誠
実
さ
、
ひ
た
む
き
さ

の
原
動
力
は
な
ん
だ
ろ
う
と
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
人
を
信
頼
で
き
る
心
の
強
さ
だ
ろ
う
か
、
間
違
い
も
失

敗
も
受
け
止
め
る
こ
の
地
域
の
風
土
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う

か
、
な
ど
と
思
い
を
巡
ら
し
て
み
ま
す
。
10
代
の
最
終
段

階
に
あ
る
感
受
性
豊
か
な
生
徒
た
ち
は
、
自
身
の
暮
ら
す

場
の
空
気
を
柔
軟
に
吸
収
し
な
が
ら
、「
至
誠
一
貫
」
の

精
神
を
感
じ
取
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
卒
業
生
で
あ
る
私
は
後
輩
の
姿
を
誇
ら
し
く
眺
め
な
が

ら
、
必
死
に
も
が
き
続
け
た
高
校
時
代
を
お
そ
る
お
そ
る

振
り
返
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
改
め
て
、
尊
敬
す
る
師
や

生
涯
の
友
人
と
の
出
会
い
、「
誠
実
さ
」
が
息
づ
く
こ
の

学
校
が
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
の
だ
と
気
が
付
き
ま
し

た
。

　
他
者
と
つ
な
が
り
、他
者
を
生
か
す
心
を
育
て
る
こ
と
、

地
球
の
現
状
や
人
間
の
本
質
を
正
し
く
次
の
世
代
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
は
、
教
育
が
担
う
重
要
な
役
割
で
す
。
役

割
を
全
う
し
人
々
が
手
を
取
り
合
う
平
和
な
社
会
を
実
現

し
て
い
か
な
く
て
は
と
思
い
ま
す
。
藤
枝
東
高
が
こ
れ
か

ら
も
地
域
の
拠
り
所
と
な
れ
る
よ
う
、
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
精
一
杯
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
度
、
静
岡
県
立
藤
枝
東
高
等
学
校
へ
の
異
動
が
決

ま
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

脈
々
と
続
く
伝
統
を
受
け
取
り
、
引
き
継
い
で
こ
ら
れ
た

多
く
の
皆
様
に
感
謝
を
感
じ
る
毎
日
で
す
。

　
創
設
当
初
か
ら
校
技
と
さ
れ
た
サ
ッ
カ
ー
は
今
も
勢
い

が
あ
り
、
全
国
的
に
も
稀
有
な
特
色
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。
全
国
各
地
の
方
々
と
挨
拶
を
交
わ
す
際
、「
藤
枝
東
」

の
名
前
だ
け
で
、
多
く
の
方
か
ら
憧
れ
や
励
ま
し
の
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
だ
け
で
な
く
、
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
な
ど
に
生
徒
が
真
剣
に
取
り
組
み
、

競
い
合
い
称
え
合
う
様
子
は
、
学
校
全
体
に
活
気
を
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。

　
学
習
面
で
は
生
徒
も
教
職
員
も
学
究
的
に
高
い
意
欲
と

見
識
を
持
ち
、
新
し
い
社
会
に
必
要
な
資
質
や
能
力
を
意

識
し
な
が
ら
日
々
模
索
を
続
け
て
い
ま
す
。
他
者
へ
の
貢

　
令
和
六
（
２
０
２
４
）
年
度
末
の
人
事
異
動
で
、

県
立
榛
原
高
校
か
ら
本
校
副
校
長
と
し
て
着
任
し
ま

し
た
、
椙
山
（
す
ぎ
や
ま
）
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
高
校
時
代
私
は
、
剣
道
部
に
所
属
し
て
お
り
、
剣

道
中
心
の
高
校
生
活
で
し
た
。
剣
道
部
で
は
、
大
会

の
前
日
の
練
習
が
終
わ
る
と
、
第
二
応
援
歌
の
一
番

を
部
員
と
肩
を
組
み
、
声
高
ら
か
に
歌
う
こ
と
が
慣

例
で
し
た
。
校
歌
で
も
な
く
、
第
一
応
援
歌
で
も
な

く
…
。
高
校
を
卒
業
し
て
何
十
年
た
っ
て
も
、
校
歌

よ
り
も
第
二
応
援
歌
の
方
が
、心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

と
同
時
に
、
再
び
藤
枝
東
高
校
に
戻
っ
て
こ
ら
れ
た

の
で
、
こ
の
第
二
応
援
歌
を
後
世
に
引
き
継
い
で
い

き
た
い
と
い
う
思
い
が
沸
々
と
わ
い
て
き
ま
し
た
。

　
大
好
き
な
第
二
応
援
歌
の
一
番
を
紹
介
し
ま
す
。

若林 新同窓会長に聞く

第
二
応
援
歌

健
児
脾
肉
を
嘆
ぜ
し
が

　
　つ
ひ
に
戦
ふ
時
至
る

時
は
あ
た
か
も
青
春
の

　
　ば
ん
だ
花
咲
く
桜
花

花
よ
り
も
尚
は
な
や
か
に

　輝
く
い
さ
を
立
て
ん
か
な

　輝
く
い
さ
を
立
て
ん
か
な

　
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
度
の
藤
枝

東
高
校
同
窓
会
総
会
は
、
７
月
５
日
に

焼
津
市
の
ホ
テ
ル
松
風
閣
に
お
い
て
役

員
の
皆
様
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
開
催

し
ま
し
た
。
本
年
度
は
弁
護
士
の
河
村

正
史
氏
（
39
回
）
を
講
師
に
迎
え
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
特
別
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
続
い
て
総
会
に
入
り
ま
し
た
。
24
年

度
事
業
報
告
、
決
算
報
告
・
監
査
報
告

に
続
き
、
新
本
部
役
員
承
認
に
つ
い
て

審
議
し
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
長
が
交
代
し
た
の
で
議
長
も
交
代

し
、
25
年
度
事
業
計
画
並
び
に
会
計
予

算
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
報
告
事
項
と
し
て

創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、
永
年
功
労

感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
前
会
長
の

蓑
川
和
道
氏
と
前
副
会
長
の
倉
嶋
伸
康

氏
に
贈
呈
さ
れ
、
感
謝
状
贈
呈
の
皆
様

を
報
告
し
ま
し
た
。

　
議
案
が
終
了
し
、
来
賓
紹
介
・
祝
辞

を
経
て
閉
会
し
ま
し
た
。

　
24
度
決
算
報
告
に
つ
い
て
は
、
決
算

書
の
と
お
り
で
す
。
維
持
費
に
つ
い
て

は
決
算
の
と
お
り
予
算
に
届
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
３
年
間
も
創
立
１
０
０
周

年
記
念
事
業
支
援
寄
付
金
の
お
願
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
中
で
の
金
額
で
す
。

皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
、
そ
し
て
母
校

愛
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
し
い
会

長
の
事
業
活
動
方
針
に
則
り
同
窓
会
活

動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

100周年記念サイト

催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
そ
の
年
と

な
り
、
４
月
27
日
に
小
杉
苑
に
て
蓑

川
和
道
同
窓
会
長
、
森
谷
幹
子
学
校

長
に
も
来
賓
と
し
て
ご
出
席
い
た
だ

き
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
活
動
報
告
並
び
に
決
算
報
告
、

支
部
役
員
の
改
選
の
議
案
が
、
満
場

一
致
に
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
講
演
会
と
し
て
衆
議
院
議
員

の
鈴
木
岳
幸
氏
（
65
回
卒
）
に
よ
る

国
政
報
告
が
行
わ
れ
た
後
、
懇
親
会

が
行
わ
れ
、
世
代
を
越
え
て
千
南
原

の
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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＊同窓会事務局からのお願い＊

〈同窓会事務局〉	 〒426-8577　藤枝市天王町 1-7-1
 静岡県立藤枝東高等学校同窓会事務局
 TEL 054-645-3527　　FAX 054-645-3529

メールアドレス：fh-dousoukai@cy.tnc.ne.jp
ホームページ：http://www.fujiedahigashi.jp/

（毎週月・水・金　午前中　事務員〔青島〕が在席しております。）

住所が変わられたり、住居表示が変更になって連絡先に変更のある場合、
あるいは名簿（クラス・同期会）をお持ちの方、下記の同窓会ホームペー
ジからお知らせください。なお、公表その他目的以外の使用は致しません。
同期同窓会等の集まりを開催の場合は、ぜひ同窓会ホームページをご利用
ください。また、開催が決まりましたら同窓会事務局にご連絡ください。

令和７年（2025 年）10月１日千　南　原 第39号（1） 同　窓　会　報 令和７年（2025 年）10月１日千　南　原 第39号（4） 同　窓　会　報
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10 月１日発行

【 編集・発行 】
〒 426 — 8577

藤枝市天王町１丁目７—１
静岡県立藤枝東高等学校同窓会

【 同　窓　会 】
　 電話／ 054—645—3527　
　 FAX／ 054—645—3529

＜同窓生数＞ 28,085 名
＜在学生数＞ 868 名
＜職 員 数＞ 82 名

【 印　刷 】
〒 426 — 0041

藤枝市高柳１丁目17―23
株式会社共立アイコム

　電話／054‒635―4651㈹


